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Hazumiの特徴
• ⼈とシステムとの対話（雑談）

– ユーザのふるまいは⼈どうしの対話とは異なる
– システムはWizard-of-Ozで動作（⼈⼿で操作）

• ユーザのふるまいが主な収録対象
– システムと話すユーザの表情や声の韻律，姿勢など
– ⼀部バージョンでは⽣体信号
マルチモーダル

• 様々なアノテーションやアンケート結果
参加者本⼈と複数（5名）の第三者アノテータが付与
A. 交換単位のアノテーション（全18,162交換に付与）
B. 対話単位のアンケート結果



概要

• 総計214名（対話），18,162交換（発話対）
• 全6バージョン︓バージョン番号4桁は収集開始年⽉



A. 交換単位のアノテーション

• 他に実験⽤ダンプファイル（csvファイル）も公開
– 各種センシング結果を含む

心象評定（第三者5名；
7段階）

話題継続（第三者5名；
7段階）

システム発話

ユーザ発話（書き起こし）

システム発話の対話行為

参加者本人による心象（振り
返りアノテーション；7段階）

全18,162交換



A. 交換単位のアノテーション

• 単位︓１交換（システムの発話－ユーザの発話）
– システム発話開始時刻から、次のシステム発話開始時刻まで
– システムログから⾃動で認定可能

システム

ユーザ

何かおススメのスポーツ
観戦はありますか？

野球とかが好きなもんで、
・・・見ますね、楽しいですよ。

時間

おすすめポイント
を教えてください。

1交換 (exchange)



⼼象アノテーション（交換単位）

ユーザが対話を楽しんでいる度合
• 第三者アノテーション︓ 5名
• 振り返りアノテーション（参加者⾃⾝）︓ 1名
– 指⽰は「ユーザ」「第三者」を「⾃分」に変更

人と対話システムとの雑談対話データにおいて，ユーザがその直前のシステム

発話を受けてどのように感じているかを，第三者の視点から付与する．

ユーザがどう感じているように思うか（7段階）

←１ ２ ３ ４ ５ ６ ７→

ネガティブ ニュートラル ポジティブ

ポジティブの例： 楽しい，話し続けたい，満足，など

ネガティブの例： 楽しくない，話し続けたくない，不満，困惑，など

単位は１交換（「システムの発話S」－「ユーザの発話U」の対）とし、表情・音声の

韻律情報・発話内容などから総合的に判断する。



B. 対話単位のアンケート

• ラポール18項⽬［⽊村，余語，⼤坊 (2005)］
• ⾏った対話に関する評価（各8段階）

例︓「会話をうまく調整することができた」など
• 性格特性
• TIPI-J（10項⽬）による Big Five（各7点×2）

参加者
アノテータ（5名）

システム
(Wizard-of-Oz)

ビデオ
を視聴

対話前後
アノテーション・

アンケート

参加者⾃⾝と第三者アノテータ5名が回答



ラポール18項⽬（対話ごと）
• 対話前／対話後に、同じ項⽬でアンケートを実施
• 会話者の対⼈コミュニケーション認知に関する測定項⽬

– ⽊村，余語，⼤坊 (2005). 感情エピソードの会話場⾯における
表出ハロー効果の検討, 感情⼼理学研究, Vol. 12, pp.12-23.



提供⽅法
https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/rdata/Hazumi/



提供⽅法

研究開発⽬的に限り研究者に対して提供可能
• NIIとGithubにて公開中
– NII︓

動画（個⼈情報を含むもの︔要誓約書）
https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/rdata/Hazumi/

– Github︓
アノテーション，特徴量ファイルなど
（⾃由にダウンロード可能）
https://github.com/ouktlab/Hazumi{1712,1902,...}
各バージョンごとにページがあります



マルチモーダル情報からの
交換単位のラベルの予測
• 複数付与されているラベルを利⽤

– マルチタスク学習 [Hirano+, ICMI2019]
• 付与ラベルの曖昧性の考慮

– 主観的に付与されたラベル
– 弱教師あり学習

[Hirano+, ICMI2021]

Yuki Hirano, Shogo Okada, Kazunori Komatani:
Recognizing Social Signals with Weakly Supervised Multitask Learning for Multimodal dialogue Systems.
International Conference on Multimodal Interaction (ICMI), pp.141-149, 2021.

Yuki Hirano, Shogo Okada, Haruto Nishimoto, Kazunori Komatani:
Multitask Prediction of Exchange-level Annotations for Multimodal Dialogue Systems.
International Conference on Multimodal Interaction (ICMI), pp.85-94, 2019.
(Best Paper Runner-ups Award)

S: 食べ物について話しましょう!.
U: はい.
S: 甘いものは好きですか?
U: 甘いものはあまり好きではありません.

声の韻律

顔，動作

言語内容
興味度 心象

話題継
続

入力 X



⽣体センサ (Hazumi1911)
⽪膚電位 (EDA)

光電脈波 (PPG)

加速度センサ

⼼拍

体温

Empatica社
E4 wristband



⽣体センサを使った実験

• 本⼈の⼼象（振り返りアノテーション結果）を予測
– 第三者アノテーション（の平均）で予測︓ 63.0%
– ⽪膚電位を使った予測によりこれと同等の性能

Shun Katada, Shogo Okada, Yuki Hirano, Kazunori Komatani:
Is She Truly Enjoying the Conversation?: Analysis of Physiological Signals toward 
Adaptive Dialogue Systems. Proc. ICMI, pp.315-323, 2020.

図5: 実験参加者本人が付与した心象とGSR特徴量の時間変化の例

Shun Katada, Shogo Okada, Kazunori Komatani:
Effects of Physiological Signals in Different Types of Multimodal Sentiment Estimation.
IEEE Transactions on Affective Computing, Vol. 14, Issue 3, pp.2443-2457, 2023.



主観的アノテーション結果の分析

• ユーザの協調性（本⼈申告）とバラつきとの間で負の相関
– 協調性が⾼いユーザほど，第三者⼼象のバラつきは⼩さい
– 他⼈から⾒てわかるように⼼象を表出しがち
→ 協調性の⾼いユーザの⼼象の⾃動推定結果は信⽤できる傾向にある

Kazunori Komatani, Ryu Takeda, Shogo Okada:
Analyzing Differences in Subjective Annotations by Participants and Third-party 
Annotators in Multimodal Dialogue Corpus. Proc. SIGDIAL, pp. 104-113, 2023.



まとめ

• マルチモーダル対話コーパスHazumi
– ⼈とシステムとの対話（雑談）

• システムはWizard-of-Oz
– ユーザのふるまいが主な収録対象
– 様々なアノテーションやアンケート結果
• 交換ごと

– 本⼈の⼼象＆第三者アノテーション
– ⽣体信号

• 対話全体
– 事前・事後アンケート
– 性格特性アンケート

– 214名（対話），18,612交換
– https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/rdata/Hazumi/


